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ポインセチアのはなし 2020.12.22 

クリスマスの花といったら、ポインセチアを思い浮かべる人も多いと思います。舞い降り

る白い雪に真っ赤なポインセチア。でも赤い部分は花ではなくて苞葉（ほうよう）と呼ば

れる葉が変形したものなんです。つまり、ポインセチアは観葉植物。メキシコ原産のトウ

ダイグサ科の植物で、和名をショウジョウボクと言います。余談ですが「ショウジョウ」

は「猩猩」で、赤い顔をした大酒飲みの伝説上の生き物のこと。ショウジョウトキとかシ

ョウジョウトンボとか赤い色が特徴の動物の名前にもよく使われます。さて、ポインセチ

アの苞葉ですが、実は赤くするために短日処理という園芸手法が使われています。意図的

に日光の当たる時間を短くして、クリスマスの時期に赤く紅葉するように調整しているん

ですね。ちなみに今年のアトリウムは雪をイメージして白いポインセチアをメインにして

います。ポインセチアは寒さに弱く、クリスマスが過ぎたらお終いと思ってる人も多いよ

うですが、正しくお世話すれば、毎年楽しめるお花なんです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


